	A.O.M
	S.G.M

	
	


北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　１０月　２９日　（水）

司会　小泉　彰　　　　記録　藤原　香織

	藤　原

（香）
	市　島
	藤　原

（英）
	沢　田
	滝　田
	小　泉
	岩　藤
	中　田
	
	

	○
	公休
	深夜
	公休
	○
	○
	公休
	準夜
	
	

	加　藤
	木　村
	田　村
	音喜多
	土　岐
	山　田
	佐　藤（栄）
	鈴　木
	荒木田
	佐々木

	深夜
	○
	欠勤
	年休
	準夜
	業務
	学校
	学校
	学校
	学校
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＜連絡事項＞

・学会（学術）当日のスケジュールが変更となりました。発表者の方は、必ず発表
時間を確認していただき、間違いのないようお願い致します。

座長は変更とならないため、リハーサルは通常通り行なってくださいますよう、
お願い致します。
長期入院⇒13:53～14:20、ナイトプログラム⇒15：00～16:30　となります。

・タイムカードの押し忘れの500円徴収についてですが、3月からの分をまとめて徴収する事になるそうです。詳しいことは後日総務チームより連絡があります。

　勤務しているという証明でもありますので、今後、タイムカードの押し忘れのないように一人一人気をつけていきましょう。

・11月3日の作業療法は行います。午前は写真撮影、午後は特別講演があるため終了し作業スタッフの準備ができ次第、病棟へ連絡しますのでその後誘導して下さい。

・記録担当より破損しているものや入院形態が変更になった方の背表紙を修正しています。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　洋士様～10月29日8:30から10月30日17:00まで自宅へ外泊されています。

・布施　邦雄様～10月29日10:00から10月31日15：00まで自宅へ外泊されています。

・浅野　秀子様～本日松尾歯科へ受診されています。入れ歯をあわせてきたとの事

　　　　　　　　次回は11月5日10:00に予約しています。

・日向端　庸男様～本日松尾歯科へ受診されています。削って消毒をしてきたとの事です。次回は11月5日10:00に予約しています。

・菊地　明子様～現在本人が一番心配している事が「父が亡くなったら、お金の支払いなどどうなるのか」と言う事を気にされており、PSWへも情報提供しています。入院治療期間が6ヶ月経過した為、八戸東病院からも診断書をとりよせ、当院でも準備し障害者年金の申請をしていくことを検討しています。その説明を本人へもして頂けるよう依頼しています。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・清水頭　翼様～保清面では声掛けを継続することによって少しずつ自分から行動するようになって来ています。自分でやろうとして意識をもつようになった事は評価し伝えています。1週間このまま声掛けをしながら保清面の指導をしていきます。評価し今後、雑なところもあるためきれいに行う事を意識していくことを目標にしていく事を伝えていきます。また、服薬自己管理なども検討し導入していくことを考えています。声掛けをしても一言、二言のみの返事ですが、「足の軟膏お願いします」などスタッフへ伝える事は出来ている点は評価しています。バスケットなどの運動を通しながら行う事を本人へ確認すると足の爪が治ってからやってもいいということなのでコミュニケーションのとり方についても介入していきます。作業療法では1000ピースのパズルを一人で完成させることが出来たり、分からない事は自分から質問することは出来ています。今後、本人が興味あるものを導入し関わっていきます。

＜川端Ｄｒケースカンファレンス・診察＞

・清川　厚子様～服薬自己管理について主治医より許可となっています。10月30日より1日分管理を開始していきますので、10月29日準夜にて翌日分の1日分セットとなりますので確認お願いします。

　　　　　　　　チェック忘れなど見られる方ですので、間違いが無いか確認お願いします。1週間経過をみて評価し、問題なければ7日分管理へとステップアップをしていきます。頭皮など毎日洗髪することによって改善してきています。今後も継続していきます。

　　　　　　　　作業療法では、現在ロジックを行っています。「楽しい」と話されており、病棟でも行いたいと話していましたが、飽きっぽく長続きしないこともあるため病棟では違うものを受け持ち担当と話し合い余暇時間を過ごす事にします。

　　　　　　　　下痢が続いているとの訴えあり、本日夕食後薬よりアローゼン１P減らし1週間様子みるよう指示がでています。（11月4日まで）

　　　　　　　　　　　　

・高橋　幸雄様～外出訓練にて時間や距離についての確認と信号などの注意する箇所を確認し、問題なく出来ていた事を主治医へ情報提供しています。単独外出許可を頂いています。

　　　　　　　　りんごの農作業など行うも直ぐ疲れて休むこと多いとご家族が話していた事や作業療法では取り組んではいるが、途中でウロウロして窓の外をみて休んでいる事があるとの事です。診察時、本人からも「疲れ易いが何故だか分からない」と話しています。

　　　　　　　　体育館にて運動するなど毎日継続し、転入してからの体重増加は目立ちません。今後についてデイケアについて主治医より説明しています。家族教室にも参加されますので、ご家族とも相談していくようにとの事です。

・柳杭田　かつ子様～作業療法にて独語が活発となってきており、大声で「なみさんやめてっていってるじゃないですか」と突然言われており、声掛けすると、大上なみ様がスタッフ管理している菓子を盗って食べている事を話されています。病棟でも菓子の要求が多くなってきており、「看護婦さんがいいっていったじゃないですか」「ビックやスモールが食べろって言っている」など異常体験に左右されている事を主治医へも情報提供しています。作業療法では、窓際の方で一人離れた場所にて行っている為、他の方がいるテーブルに移って頂きスタッフが側につきながら現実に目を向けれるように介入していきます。

　　　　　　　　　　お菓子に関しては基本11:00、15:30、20:00と決めています。時間以外に来られた場合、一度は時間を確認し止めるようにしますが、異常体験に左右され執拗になる場合は（プログラム時間以外）無理に止めずに渡すようにしていきます。

· 滝澤　久江様～本日昼食後いったん病棟にもどっていますが、再びレストランに

行かれている事あります。声掛けすると「うちの人が来ているからご飯下さい」と幻聴に左右された行動があった事主治医へ情報提供しています。診察の際も「ご飯欲しいと妹2人の声で聴こえてきた、レストランに歩いていった」と話されています。

訴え時は現実検討をしながら、聴こえてきて病棟を離れる時は、スタッフへ声を掛けるようにして欲しい事伝えていきます。その際はスタッフと一緒にレストランに行くなどし対応していきましょう。また、幻聴に左右された行動があるため所在確認をしていきましょう。

＜家庭、社会復帰検討＞

・青山荘入所申込み中⇒大下　良悦様、駒木　洋士様、東海林　康之様、

五日市　規様

・板橋　雅勝様～自宅への退院を目標

　　　　　　　　単独での自宅までの外出を月1回繰り返しながら評価していく。

　　　　　　　　ご家族へもその状況を評価し伝え、不安の軽減を図っていきながら協力してもらえるよう介入していく。

・清水頭　翼様～自宅への退院を目標

　　　　　　　　仕事をするという気持ちはある。調子を崩した人間関係についての問題は意識していない様子がある。

　　　　　　　　自宅へ退院した際に、どのように過ごす事ができるか検討していく必要がある。

　　　　　　　　ご家族との距離も面会時感じられる為、協力して頂く必要性や本人との関係作りの介入もしていく必要がある。

・蛯名　勝幸様～自宅への退院を目標

　　　　　　　　自宅へ退院した際に日中をどの様に過ごすのか検討している。

　　　　　　　　就労訓練所など検討しているが自宅付近の下田にはなく、十和田か八戸になるため交通手段など考える必要がある。　

















































